
     

鼓南地区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進協議会 の活動に つ い て 

鼓 南 地 区 ふ れ あ い 文 化 祭 が 開 催 さ れ ま す ！ 
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粭島市民センター TEL：０８３４-８４-０３１２ FAX：０８３４-８４-0312  

※ この市民センターだよりの全部または一部を、無断で複製・転載・改変・配布

することはしないでください。 
 

バックナンバーはWebで！ 

鼓南地区コミュニティ 検索 

または右のコードからどうぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

題字：書道家 石村 周寳さん 

地 域 情 報 誌 

第 １ ９ ８ 号 
令和７年１０月１日発行 

鼓南地区コミュニティ推進協議会は、右の組織図の 

とおり、多くの地域団体等の代表者が委員となって 

組織され、地域の皆さんの明るく住みよいまちづくりを 

進めるために、活動しています。 

毎年、地区のふれあい夏祭りや文化祭などのイベントを 

企画・運営し、多くの地域住民が集まって交流できる場を 

提供しています。 

さらに、自主防災部会では、誰もが安心して暮らせる 

ように、皆さんと自主防災の活動にも取り組んでいます。 

鼓南地区コミュニティ推進協議会主催の「鼓南地区ふれあい文化祭」が開催されます。 

見どころを一部紹介します。詳しくは、後日配布する予定のチラシをご確認ください。 

【日 時】 １１月３日（月・祝） 9：30～14：00 

【会 場】 鼓南地区総合運動場、大島市民センター 

市民センター講堂では、地域の皆さんの作品展示のほか、「鼓南をよくする会」主催の 

フォトコンテスト応募作品の展示と来場者投票も行います。お気に入りの一枚にぜひご投票ください。 

ステージでは、地域の皆さんによる多彩なプログラムに加え、締めくくりには好評の 

「お楽しみ抽選会」を開催します！受付で、抽選券をお受け取りください。 

当日は地域団体のバザーや各出店に加え人気のキッチンカーが多数並び、 

ストラックアウトやグラウンドゴルフなど、気軽に楽しめる体験ブースも充実しています。 

ステージプログラム 

作品展示とフォトコンテスト 

出店と体験ブース 



     

自 主 防 災 に つ い て 

地区社協主催で、 「終活 」研修会が開催されました 

 

 

 近年、大雨が降るたびに全国で災害が起こり、被害のニュースを見聞きしています。その際、住民の 

安否確認や隣近所が協力して行っている復旧作業など、地域の助け合いが大切であることを改めて 

認識させてくれます。 

 

 

 

 

災害に備えて、自主防災活動を少しでも進められるよう、鼓南地区コミュニティ推進協議会自主防災 

部会が中心となって、共助への理解や安心できる組織づくりに向けて取り組みを始めています。 

 本年６月以降に全世帯を対象に配布された調査票（下記）では、次の点を把握することができました。 

○「避難所に避難するためには支援が必要」と回答 

された世帯 

○「防災無線」が聞き取れない地域の状況 

○災害に備えて避難する場所の傾向 

○ハザードマップの確認状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月  鼓 南 地 区 行 事 予 定           

鼓南地区の人口 男性：３６０人 女性：４４３人 合計：８０３人 【令和７（2025）年８月末現在】 

※天候不順その他の事情により、 
中止や変更となる場合があります。 

 
10/ 8 （水） やまびこ号巡回 （粭島小学校跡地→鼓南小→大島自治会館） 

10/１2 （日） 大島認知症予防カフェ 

10/13 （月・祝）粭島認知症予防カフェ / 粭島いきいきサロン 

10/15 （水） 大島きらきらサロン  

10/19 （日） 地域食堂「和み」 / クリーン鼓南 
10/２４ （金） やまびこ号巡回 （粭島小学校跡地→鼓南小→大島自治会館） 

９月１７日（水）と９月１９日（金）、地区社協主催により、人生の 

終わりを考える活動“終活”の研修会が開催され、大島会場で 

２８人、粭島会場で２０人の参加がありました。 

誰もが住み慣れた場所で安心して暮らし、元気なうちから 

大切な家族にも自分の要望や希望などを伝えておく大切さを、 

改めて認識する研修となりました。 

参加された方には「わたしの“いきかた”ノート（一般に言う、 

エンディングノート）が配布されました。 

 

【自助】一人ひとりの「自分のいのちは自分で守る」よう、自ら取り組む。 

【共助】個人や家族で力が及ばないとき、「地域のいのちは地域で守る」ため、お互いに協力して 

ボランティアで自主防災に取り組む。 

 

 
 

 

 

 


